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       朱子学研究―伝統士大夫の思想とその位置― 
 
 本論文の構成は次の通りである。 
  緒言 
  第一篇 北宋時代における儒教の諸相 
   第一章「太極図の形成―儒仏道三教をめぐる再検討」、第二章「太極図・図説の浸透 
と変容―特に道教・仏教をめぐって」、第三章「「洪範」と宋代政治思想の展開―災 
異説と皇極概念」、第四章「宋儒晁説之について―考証学と仏教信仰のあいだ」 
  第二篇「朱子学理論の諸概念―聖人・理・易学」 
   第一章「道学の聖人概念―その歴史的位相」、第二章「理の思想について―朱子学と 
魏晋玄学の異同」、第三章「朱熹の象数易思想とその意義」、第四章「朱熹『周易参 
同契考異』について」 
  第三篇 朱子学の方法―修己（窮理と居敬） 
   第一章「重層的な知―朱熹窮理論の位相」、第二章「格物窮理のゆくえ―朱熹以後に 
おける二つの方向」、第三章「居敬前史」、第四章「静坐考―道学の自己修養をめぐ 
って」 
  第四篇 朱熹と政治―治人Ⅰ 
第一章「朱熹の政治思想」、第二章「朱熹の中央権力批判―王淮・留正・趙汝愚およ 
び慶元党禁をめぐって」 
  第五篇 朱熹と礼学―治人Ⅱ 
   第一章「『家礼』の刊刻と版本―『性理大全』まで」、第二章「宋代の家廟と祖先祭 
祀」 
  第六篇 朱子学雑纂 
   第一章「朱熹の事跡に関する幾つかの資料―武夷山・福州鼓山の題名石刻」、第二章 
「アメリカの宋代思想研究―最近の状況」、書評Ⅰ「標点本『朱子語類』」、書評Ⅱ「甘 
懐真、常建華両氏の近作に寄せて」 
  補篇 朱子学の周辺―儒教・道教・仏教 
   第一章「『易経』の理論と道教」、第二章「『悟真篇』の内丹思想」、第三章「『大乗起 
信論』の概念と修辞と撰者―中国学の立場から」 
  後記 
 内容は極めて多岐にわたり、それぞれ独立の意義を持ち、ここでその一つ一つを取り上
げることはできないが、その中で学界に大きく寄与するものとしては、まず第一に第一篇
の第一章と第二章の太極図に関する考察が挙げられる。太極図は従来道教や仏教に淵源を
持つということが常識のように言われてきたが、著者は関連資料を儒道仏にわたって渉猟
し、坎離図以外は唐の易理解をなぞるものであって、むしろこの図が後の道教や仏教に影
響をあたえた旨を明らかにした。この問題については先行論文があるが、著者の扱った資
料の範囲はそれらをこえ、考証も着実で、今後の研究の出発となるものである。次に第五
篇の『文公家礼』に関する研究も、各版本の調査、著者を朱熹としてよいとの考証、本文
の内容分析、礼学史に於ける位置づけを含むもので、従来社会史的研究が目立ち基礎研究
が手薄であったこの方面の究明に大いに貢献するものである。また第二篇の朱熹の易解釈、
特に象数理論の解説、及び『周易参同契』の思想の解説、第四篇の朱熹の政策論、王淮、
留正、趙汝愚、慶元党禁に対する姿勢の具体的分析は学界を裨益するところが大きいと言
える。 
 著者は朱熹の思想の様々な面を取り上げる。知と学問、修養法、政治思想などであって、
随所に重要な指摘を見せている。ただこれらがいかに有機的に連結し体系を持つのかの素
描があると、それぞれの議論の意味がより明らかになったのではないかと惜しまれる。内
容を朱熹関係のものにしぼりこみ全体の脈絡を鮮明にしたならば、著者の朱熹像が更に明
確に浮き上がってきたのではないだろうか。格物と居敬、修己と治人という枠組みで整理
しているが、かかる伝統的な枠組みを超えたダイナミックな朱熹の思想の再構成を今後期
待したい。また玄学と道学の異同の議論に関しては、具体的にどのような経路で玄学的思
想が道学に展開したのか、例えば李翺と道学の近似性を言うにしても初期道学は李翺にほ
とんど言及しないのであるから両者はどのように関係を持ったのか、また程頤に於ける考
証学の欠如を言うが、程頤の持っていた経注制作の意欲が考証学的姿勢とどう異なるのか、
敬は「整斉厳粛」である以上当然礼と関係するが、道学内部で敬重視と礼重視の対置があ
ったことをどう考えるのか、著者の言う知の重層的構造の中で価値にかかわる知と関わら
ない知の関係はどうなのかなどについて、著者も一部論をたてているが、いっそうの説得
力を増すために今後更に踏み込んだ議論を期待したい。 
 以上は望蜀の論とも言うべきものであって、本論文は儒教のみならず道教や仏教など広
範囲にわたる資料の博捜、随所に見せる創見によって、学界に貢献する研究として十分に
評価できる。結論として、本論文は学位を授与する価値があるものと判断する。  
 
    ２００３年 ９月１６日 
       主 査  教 授   土田 健次郎    博士（文学・早稲田大学） 
       副 査  教 授   福井 文雅      文学博士（早稲田大学） 
            教 授   小林 正美      文学博士（早稲田大学） 
            名誉教授  楠山 春樹      文学博士（早稲田大学） 
